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令和６年度 第２回甲州市介護保険運営協議会 

 

１ 開会 

甲州市介護保険運営協議会規則第６条「会議の定足数」を満たしているため、本日

の協議会は成立し開会とする。 

 

２ 会長あいさつ 

 本日は降雨により足元が悪い中、参集頂き感謝を申し上げる。昨年はトラックドラ

イバーの時間外労働の上限設定など働き方改革の推進が図られた。一方、今年は国

民の５人に１人が７５歳以上となる超高齢化社会を迎えることとなり、介護の需要

が急増することが予想される。本日の運営協議会では、今後の介護情勢を踏まえて

介護保険の運営に関してご意見を賜りたい。後ほど事務局から介護保険事業計画等

の説明を行うが、委員の方々には積極的な意見を交わしていただきたい。 

 

３ 議事 

（１）第９期介護保険事業計画の進捗状況について 

 事務局から介護保険第１号被保険者数、高齢化率、要介護（要支援）認定者数及び 

認定率、地域包括ケア「見える化」システムを活用した甲州市の介護保険事業の地 

域分析、令和７年度地域密着型サービス事業者公募について説明 

 

■質疑応答 

Ｑ:委員 

受給者数の推移の資料では甲州市の居住系サービスの受給者数が低い割合となって

いるが、市内の事業所数が少ないことが要因としてあるのか？ 

Ａ:事務局（介護保険担当） 

甲州市の居住系サービス事業所(認知症対応型共同生活介護３事業所、地域密着型

特定施設入居者生活介護 1 事業所)が少ない理由により割合が低いことは事実であ

る。現状、甲州市が必要としているのは、小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随

時対応型訪問介護看護のため、令和８年度の事業開始に向けて整備を進めていく。 

 

Ｑ:委員 

市内の地域密着型特定施設入居者生活介護は２事業所あると記憶していたが、現在

は 1事業所のみとなるのか？ 

Ａ:事務局（介護保険担当） 

甲州市における地域密着型特定施設入居者生活介護は、介護付有料老人ホーム１事

業所のみとなる。 

 

Ｑ:会長 

生産年齢人口の減少の影響による人材不足で介護事業所の廃止などは起きている

のか、また、現状について伺いたい。 



Ａ:事務局（介護保険担当） 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、市内２事業所(デイサービス)が事業を

休止している。施設系事業所から人材不足の話は聞くが、事業所の廃止には至って

いない。 

 

Ｑ:委員 

市内の通所リハビリテーションの空きがないと話を聞くことがあるが、その原因に

は事業所自体に問題があるのか？ 

Ａ:事務局（介護保険担当） 

甲州市の傾向としては、通所リハビリテーションの利用が比較的に高く、他の自治

体と比較しても高いことが要因として挙げられる。また、甲州市では農業従事者が

一定数おり、肉体労働の経験のもとに体を動かしながら介護予防をおこなっていき

たいとのニーズが特徴としてある。 

 

Ｑ:委員 

資料(サービス見込量の進捗管理(第８期計画 計画値と実績値比較))に記載されて

いる小規模多機能居宅介護の利用協議による近隣自治体名を教えていただきたい。 

Ａ:事務局（介護保険担当） 

山梨市。 

 

Ｑ:委員 

過去、甲州市において小規模多機能居宅介護の事業者公募が行われていたと記憶し

ている。 

Ａ：事務局（介護保険担当） 

 第６期事業計画から小規模多機能居宅介護の事業者の公募は行っている。 

 

(２) 地域包括支援センターについて 

１）運営状況等に関する報告  

 甲州市地域包括支援センターの委託者である甲州市社会福祉協議会から職員配置

状況、窓口相談業務、今後の課題（専門職の増員、相談支援技術の向上）について

説明。 

  

〈質疑応答なし〉 

 

２）専門職の配置について 

 事務局から令和７年度公募型プロポーザルの実施、甲州市地域包括支援センターに

おける専門職の確保について説明 

  

〈質疑応答なし〉 

 

(３）その他 



・甲州市社会福祉協議会から「こうしゅうし地域みんなで支え合いフォーラム」開催

について説明 

・事務局から今年度の委員に対する報酬について説明。 

 

４ 開会（委員） 

本日はご多忙の中、出席いただき感謝申し上げる。事務局から提供された資料では、

甲州市の健康寿命が高いことがわかり嬉しく思う。毎週月曜日の読売新聞に「人生

１００年の歩き方」の記事が掲載されているが、わたしたちも今後の老後を迎える

にあたり、人生１００年の歩き方を考えなければならないと本日の運営協議会を通

じて感じた。本日は委員の皆様方のご協力のおかげで運営協議会が滞りなく進める

ことができ、感謝申し上げる。 

 


